
自己紹介
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足許の数年間は、金融庁において、副大臣秘書官、総合政策課総括課長補佐（企画担
当）、監督管理官、保険監督調整官、地域銀行監督調整官等を歴任。経済対策・成長戦略
等の取りまとめ、金融サービス仲介業者向けの総合的な監督指針の策定、行政手続のデジタル
化、保険会社や地域銀行のモニタリング業務等に従事。

 内閣官房郵政民営化推進室、外務省（在ドバイ日本国総領事館）及び財務省主税局
（国際租税担当）への出向経験あり。

2024年7月より現職で、「サステナブルファイナンス有識者会議」、「インパクトコンソーシアム」、
「カーボン・クレジット取引に関する金融インフラのあり方等に係る検討会」等の事務局運営に従事。

金融庁
総合政策局総合政策課サステナブルファイナンス推進室長

髙岡 文訓（たかおか ふみのり）



一般的なESG投資 インパクト投資
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企業のESGの取組を総合的に評価し、
投資比率等を決定又は投資先から除外

社会に与える影響（インパクト）に着目し、社会的課題の解決
（インパクトの創出）と企業価値の向上を目指す企業へ投資
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◼ 従来、民間企業が社会的課題の解決と企業価値の向上を両立させることは難しいと考えられてきたが、近年、
事業革新を通じて社会的課題の解決と企業価値の向上の双方を達成することを目指す企業が現れている。

◼ 「インパクト投資」とは、こうした企業へ投資を行うことで、投資からの一定の収益確保を目指しつつ、地域が直
面する課題等の解決を後押しする取組である。

◼ インパクト投資は、投資先企業の事業が社会に与える影響の大きさ（インパクト）に着目する投資であり、情
報開示や体制構築を含め企業のESGの取組を総合的に評価し、投資決定に反映させるESG投資とは異なる
投資手法とされている。

インパクト投資の概要

販 売
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インパクトコンソーシアム

◼ インパクト実現を図る経済・金融の多様な取組みを支援し、インパクトの創出を図る投融資を有力な手法・市場として確立し、
事業を推進していくため、投資家・金融機関、企業、NPO、自治体等の幅広い関係者が協働・対話を図る場として、23年11
月、官民連携の「インパクトコンソーシアム」を設置（2024年12月末で計395法人等が参画）。

◼ 運営については、官民連携の場として政府から支援を行いつつ、参加者の自主的な課題設定・議論を旨とし、投資指標や事例、
対話・支援手法等の産金間の実践上の知見・課題の収集・発信を中心としつつ、インパクト実現の取組支援につながる幅広い
事項に係る議論を行う。また、必要に応じ、政策発信を含む対外メッセージの発信等を検討していく。

◼ 各分科会において、投資時に活用できる指標・データの整備、インパクト評価を企業価値向上につなげる企業戦略等のあり方、
地域における官民連携の促進やインパクトを考慮した事業評価の視点等について、市場関係者の多様性と自主性に留意しつ
つ、議論を積み上げる。
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メンバー相互の知見共有・協働
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官民連携
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コンソーシアムの運営等について助言
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１．データ・指標分科会

テーマ：インパクト企業及び投資家がインパクトの測定・管理に活
          用できる実践的なデータ・指標の整備のあり方

〔今年度の成果物の内容〕

• インパクトの測定・管理に活用可能な国内外の指標一覧・デー
   タベースの整理
・ インパクト創出を意図する企業・投資家において関心の高い課
題分野の特定（※）、当該分野に係るデータ・指標の整備に
向けた課題の整理

（※）気候変動・生物多様性、健康・医療、インフラ整備・都市開発

〔来年度の方向性〕

• 関心の高い分野のインパクト指標・データ・事例の整理、イン
パクトデータベースの案内板の活用に向けた議論

２．市場調査・形成分科会

テーマ：特に投資実務が定まっていないとされる上場企業への
インパクト投資手法のあり方

〔今年度の成果物の内容〕
• インパクト及びインパクト投資の定義・考え方、インパクトに取
り組む意義・メリットの整理

• 上場企業へのインパクト投資に係る課題へのアプローチの紹介
- 多角的に事業を営む場合のインパクトの特定・測定・管理

 - インパクトの開示、企業と投資家間の対話
 - アセットオーナーによるインパクト投資

〔来年度の方向性〕

• インパクトの評価・開示等に関する事例研究・知見共有

３．地域・実践分科会

テーマ：地域のインパクト企業・金融機関等のケーススタディや
フィールドワークを通じた、地域におけるインパクト投資の機
運醸成・裾野拡大のあり方

〔今年度の成果物の内容〕

• 地域内外の幅広い関係者間での共通理解を得る方法論や、イ
ンパクトを事業評価に加味する視点等の整理

• 地域における取組事例集

〔来年度の方向性〕

• 地域におけるインパクト投資に係るファイナンス手法の事例共
有・議論

４．官民連携促進分科会
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インパクトコンソーシアム 各分科会の今年度成果と来年度方向性

テーマ：地方自治体とインパクトスタートアップの連携による社会課
題の解決の促進に向けた課題の構造化や課題解決の方
向性と手法の検討

〔今年度の成果物の内容〕

• 地方行政におけるインパクトスタートアップのソリューションの活用
に向けた官民連携のノウハウ・事例等の情報を集約

• 今後の事例創出に繋げることを目指して、官民連携に資する
ノウハウや手法の普及・活用促進方法を検討

〔来年度の方向性〕

• 「実践ガイド」を踏まえた自治体とスタートアップの連携の促進
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